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出題の意図 

⽇本では，社会全体で仕事と⽣活の調和の実現を⽬指す「ワーク・ライフ・バランス」の
推進が課題となっており，DX の推進により，テレワークの導⼊，AI の活⽤による業務削
減，時間と場所に縛られない働き⽅の導⼊など，様々な⽅向性からの解決⽅法が模索され
ている。技術的な課題解決だけでなく，多様化する価値観に合わせた働き⽅の推進も必要
とされる。このように，ワーク・ライフ・バランスの問題は多様な課題や論点を含んでお
り，⼀つの⼿段で解決できるものではない。⾃分の学びに基づく洞察に即して，様々な学問
分野を融合する視野で検討しているかも評価のポイントである。 


